
美穂まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『美穂まちづくり計画』
 策定時期  平成 23年 3月 31日  支援宣言  平成 23年 7月 21日 
 目   標  お互いが助け合い、活力ある地域づくり    安全で安心で事故、災害に強い地域づくり 
        いつもニコニコ、ピンピンと元気な地域づくり  老いも若きも健康づくりで生き生きと
        いつまでもふるさとの風景を美しく 

 地域の課題  

★組織基盤の見直し
結成以降 10年以上経過した中で人・環境・事業等変化していることから、当初理念は尊重しながら、執行部の構成 
人数増員、組織基盤となる底辺の強化、見直しが必要

 主な活動内容 
○健康ウォークラリー（目的：老いも若きも健康づくりで生き生きと）
 誰もが寝たきりにならない充実した生活が送れるよう、そして「生涯現役」の気概を持ち続けられるよう、健康づくりのために地区
内を散策しました。特に今年は中学生とタッグを組み、地域の史跡をクイズ形式で楽しみながら世代間交流も図れました。 

○カフェサロンの継続（目的：高齢者の引きこもり防止、地区の活性化）※毎週水曜日・第２第４土曜日
カフェサロンに集うことで、地区に暮らすだれもがお互い顔見知りになり、気軽に話せる間柄になればつながりが深まり、お互いに隣
人を気遣い、見守り・声かけ等ができ、その輪が広がることを期待して、地域の特性を生かしつつ継続して事業を行います。

○美穂地区防災訓練 （目的：災害に強い地域づくりをめざして） 
 地区自主防災計画書を策定し、計画に基づいた避難所運営訓練を実施しました。千代川の水位が上昇し、警戒レベル３ 
「高齢者等避難」が発令され公民館に避難所を開設、各地区自主防災会・防災リーダー・消防団・公民館職員が連携し本部
招集➡避難所開設・要員招集➡避難所設営➡避難者受け入れ・避難所運営し、“誰が”、“いつ”、“どのように”、を全員で確
認しながら取り組みました。終了後、問題点について今後どう改善していくか話し合いを行いました。

 今後の計画 

◆活性化事業（広報活動＜広報誌・通信の発行＞・カフェサロンの継続＜談話室にサロンの継続＞）
◆世代間交流事業（地区住民集う会・文化祭）
◆健全育成事業 (わんぱく塾の開催)(ふるさと散歩＜郷土の歴史・文化を学びながらの散策＞)(クリスマスイベント会) 
◆健康づくり事業（ウォーキング大会及び食を楽しむ会）（地区住民対象の健康相談と健康講座）（ふれあい GG） 
◆防災事業（地区総合防災訓練＜自分たちの命は自分たちで守ろうを目的＞・防災リーダーの養成及び増員・地区自主
防災計画の具体化・各部落自主防災規約の制定・地区内巡回点検活動・防災マップ作成・啓発チラシの配布） 

 （避難所運営訓練）（防災専門家による防災講演会の開催） 
◆美化事業（通学路、遊休農地の草刈・不法投棄巡回パトロール・集う会、文化祭に協力）（注意喚起看板の設置）

会 長 坂本 美俊 所在地 鳥取市朝月 22 
事務局長 半田 忠雄 TEL/FAX 0857-53-0173 / 0857-53-0246 
設立年月日 平成 21年 6月 27日 Mail cc-mihob@it.city.tottori.tottori.jp 
世 帯 数 778世帯 1665 名 HP http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/mihob-1 
組織構成 総合企画部、安全・安心部、子育て・教育部、健康・福祉部、農業・環境部 

美穂地区 


